Ｗ４４－１
Ｗ４４　フラナリー２Ｄオープン
１．フラナリー２Ｄオープンのハンド
（１）１１～１５ＨＣＰ。
（２）５枚Ｈ、４枚Ｓに限る。
２．レスポンス
　　２Ｄ－Pass

ゲームのないハンドでＤ６枚以上、Ｈ１枚以下、Ｓ２枚以下。
２Ｈ　
ゲームのないハンドでＨ２枚以上、Ｓ３枚以下。
　　　　　････Pass

････３Ｃ/Ｄ
マキシマムでＣ/Ｄが４枚のとき（Ｄ/Ｃがボイド）に限る。
２Ｓ
ゲームのないハンドでＨ１枚以下、Ｓ３枚以上。
　　　　　････Pass

････３Ｃ/Ｄ
マキシマムでＣ/Ｄが４枚のとき（Ｄ/Ｃがボイド）に限る。
２ＮＴ
オープナーのハンドを詳しく知りたいとき。
　　　　　････３Ｃ
Ｃ３枚（４－５－１－３の形）。
　　　　　････３Ｄ
Ｄ３枚（４－５－３－１の形）。

　　　　　････３Ｈ
４－５－２－２の形で11～13ＨＣＰ。

　　　　　････３Ｓ
４－５－２－３の形で14～15ＨＣＰ。

　　　　　････３ＮＴ
４－５－２－２の形で両マイナーにＡまたはＫがある。

　　　　　････４Ｃ
Ｃ４枚（４－５－０－４の形）。
　　　　　････４Ｄ
Ｄ４枚（４－５－４－０の形）。
３Ｃ/Ｄ
メジャーにフィットがなく、Ｃ/Ｄが６枚以上で10～12ＨＣＰ。
　　　　････３ＮＴ
Ｃ/Ｄに良いカード（Ａ、Ｋ、Ｑ等）とサポートがある。
　　　　　････Pass
３ＮＴがビッドできない場合。Ａもなく弱いハンド。
３Ｈ/Ｓ
インビテーション。10ＨＣＰ以上で３/４枚以上のサポート。
　　　　　････Pass
ミニマム。
　　　　　(マイナーのＱＪは低めに評価)

････４Ｈ/Ｓ
マキシマム。
４Ｃ

Ｈでスラム・トライ。（要アラート）
４Ｄ

Ｓでスラム・トライ。（要アラート）
　　　　　４Ｈ/Ｓ
サイン・オフ
３．２Ｄに対するディフェンス
（1） ダブル･･････オープンできる強さあり。
（2） ２Ｈ･････････１Ｈオープンにテイクアウト・ダブルをかけるハンド。
　　　　　　　良い両マイナー。
（3） ２Ｓ･････････強いＳの５（６）枚以上で、１Ｓオープンできるハンド。
（4） ２ＮＴ････････Ｈにストッパーあり。１ＮＴできるハンド
（5） ３Ｃ/Ｄ･･････オーバーコール
（6） ３Ｓ･･････････Ｓのストロング・オーバーコール。
（7） ３ＮＴ････････Ｈにストッパー。長いマイナーでＮＴ狙い。
（ＪＣＢＬ　２００１：９～１０）
Ｗ４４－２
フラナリー２Ｄの例
１．次のハンドで何とビッドするか。
（１）Ｓ：Ａ９６３　Ｈ：ＫＱＴ８７　Ｄ：ＡＴ７　Ｃ：８
　　　２Ｄ･･････完全なフラナリー。１４ＨＣＰ
（２）Ｓ：ＡＱ７６　Ｈ：ＫＱＪ６４　Ｄ：８　Ｃ：ＡＴ３
１Ｈ･･････１６ＨＣＰ。フラナリーには強すぎる。１Ｈでオープンし２Ｓとリバースする。
２．パートナーがフラナリー２Ｄでオープンした。何とビッドするか。
（１）Ｓ：Ｔ２　Ｈ：Ｋ９８　Ｄ：Ｊ９６２　Ｃ：ＡＴ６４
　　　２Ｈ･･････８ＨＣＰしかない。ゲームはない。
（２）Ｓ：ＡＱ９４　Ｈ：Ｊ６　Ｄ：Ｋ４　Ｃ：Ｔ８７６２
　　　３Ｓ･･････１０ＨＣＰあり、４枚サポートがあるからゲーム・インビテーション。
（３）Ｓ：Ｑ５２　Ｈ：９　Ｄ：Ｊ８４２　Ｃ：ＫＴ７６２
　　　２Ｓ･･････４－３フィットのＳでプレイするしかない。
（４）Ｓ：Ａ５　Ｈ：ＡＱ５　Ｄ：Ａ９６２　Ｃ：Ｑ８７３
　　　２ＮＴ････強いレスポンスのできるハンドでスラム狙い。更に情報を求める。
３．２Ｄオープンにパートナーが２ＮＴとレスポンスしてきた。何とビッドするか。
（１）Ｓ：Ｋ８７３　Ｈ：ＡＱ９８２　Ｄ：ＱＴ３　Ｃ：４
　　　３Ｄ･･････３枚Ｄを示す。もしパートナーが３Ｈと誘ってきたらパス。
（２）Ｓ：ＡＪＴ２　Ｈ：ＫＱＪ７５　Ｄ：Ｋ４　Ｃ：Ｔ３
　　　３Ｓ･･････１４ＨＣＰをMAXとみる。３ＨはMIN。
（３）Ｓ：ＫＱ７５　Ｈ：ＡＴ７６４　Ｄ：－　Ｃ：Ｋ９６２
　　　４Ｃ･･････４枚Ｃ。Ｄボイド。ハンドの強さに関係なく答える。
（４）Ｓ：ＡＱ９６　Ｈ：ＫＴ８７６　Ｄ：Ｋ５　Ｃ：Ｋ６
　　　３ＮＴ････５－４－２－２の形。もしパートナーが３－２－４－４で１１ＨＣＰであればベスト・コントラクトになる。
４．２Ｄオープンにパートナーが２Ｈとレスポンスしてきた。何とビッドするか。
（１）Ｓ：Ａ８７３　Ｈ：ＡＫ８５４　Ｄ：Ｊ３　Ｃ：Ｋ４
　　　パス･･････もしゲームがあると予測すればパートナーは他のビッドで誘うはず。


またパートナーのサポートは２枚かもしれない。
（２）Ｓ：Ａ９７２　Ｈ：ＫＱＴ７５　Ｄ：ＡＪＴ４　Ｃ：－
　　　３Ｄ･･････４－５－４－０でマキシマムのときに限る。
◎　Flanneryコンベンションは数年前ほどはポピュラーではなく、そして今後更にその傾向をたどるだろうと思われます。私は一部のプレイヤーが依然としてFlanneryコンベンションを使っているのを知っていますが、「Flanneryは余り役立たず、また、場合によってはハンドのディストリビューションをディフェンダーに知らせてしまう」というのが殆どのプレイヤーの意見です。私自身もかなりの理由に基づき、Flanneryを使うことに反対です。Ｍ．ローレンス（ＪＣＢＬ２００７．１－２）
